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ることであろう(結晶の primitiveunitrcell に対応するのは 5体相関関数で始め
て項われるだろうから !)0
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(1)陰 ･陽イオン半径の和 :単原子液体の剛 体球模型半径に相当する｡
(2)陰 ･陽イオン半径の比 :単原子敢体と異る充填率 (最近接イオン数)を支配する｡
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第 1図 アルカリ･′､ライド液体の融解による体積変化
(AVm)とイオン半径比 (r/ r｡),融点 (Thl)
との関係
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ォンの電気分極率 αiを用い (△‰ /V㌔ )α鴇をr｡/raに対 しplotすると,第 2図
に示すようにすべてのアルカリハライ ドが一本の曲線上にのるoこれから(a)㌔ /raか
小さい程, (b)α が小 さい程,△Vn】/VmSは大きいことがわかるo (a)の理由は,
例えば rc/raが小さい LiCl結晶 (rc/ra- o･33)では, Cl と Cl~が直接触
れ合いながら最密充填 していて,その間隙をLIが占めており,結晶のもっている空隙
は全体積の 23･3goであるO-方,CsCl(r｡/r｡- 0･91)では結晶の寸､つている空





詳細は文献 2),3)を参考 していただきたいが,単原子液体において成功 した手法に従い












体 中 での 最 近 按 配 位
数 nelがよ り小 さ くな
り活性化エネル ギーが
/j､さく7IiJb/こめと考えり
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- cnnstantか言える ｡ しかし自己拡散係数に関 しては測定データかまだ不足である｡
§4 む す び
非対称電場の中でイオンは時々刻々と変形し,それか拡散機構を大きく支配するとい
う意味で鞍体の本性と非常に関連あると考えられ る . しかし項在のところ理論的には等
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格子気体の液相 一 国相転移
東北大学工学部 桂 重 俊
気相 一液棉転移は強磁性 一常磁性転移に,固相 一棟相転移は反強櫛性 一 常磁性転･
移に対比して理解されている｡
本研究会では, j) 】Stneighbnrか snftcnreの latticegas及び, 2)2nd
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